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オプションマーケット

銘柄の拡大すすむ

一一ーOTM中心に活況

日経225オプション取引は、 8月に入るとともに取引高

が著増し、 8月26日にはプット、コーノレ合わせて96，749

単位と開設初日に次ぐ取引高を記録した。この問、 8月

10日に 8月限が取引最終日を迎え、また現物指数の上昇

を受けて、 8月17日に権利行使価格36，000同が追加設定

された。

著増した取引高

月間の取引高の推移をみると、月初から 8月限の取引

最終日である10日まではプット、コール合わせて50，000

単位弱と横ばい状態であったが、中匂以降は、プット、

コーノレ共ややアクト・オブ・ザ・マネ{の銘柄を時心に

取引高が膨らみ、月末にかけては両者合わせて90，000単

位を超える日も出るなど活況を呈した。なお，プット;

コーノレの売買高比率は下表の通りでありコーノレがフット

を上まわっている。

プット;コール取引高比率
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355，03344.596 443，14剖55.59ぢ 798，181
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高い 9月限の取引高比率

8 月の現物指数は34 ， 500同 ~35 ， 500同のボックス薗に

あったことからプットは 8月限34，500向、 9月限34，500

問、 35，000円に、コ{ノレは 8月F艮35，000問、 9月限.35，500

同に取引が集中したが、月末にかけて現物指数の下降と

ともに35，000同へと移行したc

銘柄別の集中状況は下表のとおりであり、限月別では

8月限、 9月限の当限に取引が集中しているが、前月の

7月限、 8月限の比率に比べると、 9月限の比率が高〈

なっているのが自につく。

銘柄別では月ともに取引される銘柄が拡大しており、

プット、コーノレ共、ややアクト・オブ・ザ・マネーの銘

柄を中心に月間で取引高が50，000単位を超えた銘柄が12

銘柄を数えた。

なお、 8月限から 9月限への移行は、プット、コール

共取引最終日の 8月10日であった。

取引高の集中状況

限月別

;一上竺」よ取引高 l 合~ Jt 

プ 9 月限 518，032単位 78.9996 

" 8 月限 135，895 20.72 

ト 10・11月FLM63i0.ml

コ 9 月限 640，269 77.22 

I 8 月限 187，983 22.67 

中 i 10・11月限 863 0.10 

銘柄別

|銘 柄 | 取 引 高 | 合 計比

'f 11f.9瓦 i--- iliill:一一一 i
34，500悶 204，161 42.239.6 

1年9月限 j 

35，000向 176，233

1年 9月限
34，000悶

ツ
36.45 

ト
103，106 21.32 

1年 9月限
35，500悶

1年 9月限
35，000同

1年8月限
35，000同

39.47 

コ
40.68 

ノレ
108，175 19.84 

後半増加したコールの建玉残高

建玉残高の状況はプットが 3 ， 700~1l， 800 台、コール

が 4 ， 800~15 ， 200 台で推移したが、現物指数の動きを反

映して、前半はフット、後半はコーノレの建玉の増加が目

立った。

増加した権利行使

8月の権利行使の状況は、 8頁の表のとおりであるが、

7月に比べ大幅に申告数量が増加した。また現物指数の

推移から、前半はコーノレ、後半はプットの権利行使が多

かった。なお、 8月限取引最終日の権利行使はすべて自

動権利行使であった。 (A. G.J 

権利|
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8. 3 

喜

三

ハ

U

O

O

必
佳
ワ
】
マ
a
p
b
n
U
A
A

一

一

民

υ

Z
E
t
O
L
Tよ
守
よ
一

n
u
n
b

々
t
n
w
d
一

一

一

ワ

白

n
u

ヴ

a
d
t
一

一

数

一

今

L
一

n
u
n
V
A
U

一n
U

ハU
n
u
n
u
n
U
~

一n
U

ι
v
n
u
n
U
A
U

一A
U
A
U
n
u
n
u
n
U

一

一

n
U

J

n

u

5

n

u

=

b

n

U

F

b

ハU
F

U

-

-

-

b

q
向
。
ム
ム
一
9

h

q
内

乱

ム

ム

一

↑

丸

{

3

3

3

一3

3

3

3

3

一

3

兄

一

限

限

限

一

限

限

限

限

限

一

一

限

:

1

1

一

月

月

月

一

月

月

月

月

月

一

一

月

羽
一

:

8

8

8

一8
8

8

8

8

一

9

の

i

u

u

J

J

:

E

E

2

0

9

 

』

E

「
J

F

b

g

t

何
回
凶

1
よ

一

F
b
n
L

i

e

1

:

一

一
『

J

i

-

-

手
1

6

t

-

i

i
』

nHV

ハH
v
n
U

白

H
a
-

ト
ι

A

U

ハu
n

u

z

d

r

J

n

u

R

d

 

h院
医

r

J

f

a

F

U

#
明

q

u

q

u

q

u

間

限

限

限

日

月

月

円

7〆

O

O

Q

U

0

0
8.10 

弓
u

一i
A
q
d

戸

hd

一ハ汐ワ
M
R
υ
-
h
d

一

E
一
日
却
一
お

8

2

一

n
u

一A
U
A
U

ハU
一ハ
U
A
U
A
U
A
U

一

一
日
υ
一
日
u
n
U
A
H
V
}
ハU
A
U
n
v
A
U

一

一ハ
U

一氏
d
n
u
q
υ

一n
U
R
u
n
u
r
a
-

一
6

-

5

6

5

一5
5

6

5

Q
U

一q
d
9
A
M

つd
日

q
d
q
υ
q
J
v
q
a

一

限
一
限
限
限
一
限
限
限
限
一

同
月
一
白
川
同
月
白
川
一
門
月
白
川
白
川
同
月
一

一

9
一9
9

M

一

9

9

9
日

7
一4

一1

一

T

ム一
n，F4

一

。

。

一

一。
ι

。ι

一

。

仏

一


